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6．Th17細胞の増加と、抗 AChR抗体価の減少傾向
に正の相関が認められた。（p=0.01） 
【結語】　CD4+CD25+T細胞の割合と、臨床症状の改
善に正の相関が見られた。一方、Th17細胞は Th1/
Th2細胞を介して B細胞における自己抗体産生に影
響を及ぼす可能性が示唆された。
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【背景と目的】　miRNAは長さ 22塩基前後の短鎖ノ
ンコーディング RNAで、対象 mRNAに結合して切
断の誘発や翻訳の阻害をすることで抑制的に作用し
遺伝子の発現調節を行う機能性 RNAである。また、
疾患特異的 miRNAが存在することから近年バイオ
マーカーとしても注目されており、本学においても
文科省戦略的研究基盤形成事業「分子情報に基づく
難病研究拠点形成」を通じて臨床共同研究を展開し
ている。本研究では臨床材料を用いた解析の実用化
を目指して、PCRアレイを用いた miRNA pro¿ling
のプロトコール最適化を行った。
【方法】　TLDA（Taqman low-density miRNA array）
はリアルタイム PCRシステムを使った PCRアレイ
で 384ウェルプレートに miRNAプローブ、および
内在性コントロールプローブが搭載されている。こ
のアレイを用いて、推奨プロトコール通り鋳型の前
増幅を行い、miRNA pro¿lingを行った。
【結果と考案】　今回の解析では 30 ngの鋳型から前
増幅を行い、miRNA pro¿lingを行うことが可能で
あった。しかしながら、内在性コントロール
（RNU6B）の増幅は前増幅段階での持ち込み量に応
じて増えるのに対して microRNAは必ずしも持ち込
み量を反映していないこともあり、一部の症例では
前増幅を行うことで望ましくないバイアスがかかる
ことが明らかになった。少量の臨床材料を用いた解
析では前述の点を考慮した上で解析結果を解釈する
必要が有ると考えられ、理想的には 100 ngの鋳型
から前増幅を行わずに解析を行う方がより正確なプ
ロファイリングが可能と考えられた。
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　食物アレルギーに対して現在一般的に行われてい
る粗抽出抗原を用いたアレルギー検査は感度が高い
が特異度が低いという欠点がある。アレルゲンコン
ポーネントに対する特異的 IgE抗体測定を行うこと
によりアレルギー患者の感作状況や臨床病態の把握
ができるようになってきている。食物アレルギーの
一つである口腔アレルギー症候群（Oral Allergy 
Syndrome : OAS）患者 13例について ImmunoCAP 
ISAC（Immuno Solidphase Allergen Chip）を用いて
103コンポーネントの解析を行い、OAS患者の感作
パターンを検討した。OAS患者 13例中 12例（92.3%）
がシラカンバの主要アレルゲン Bet v 1、ハシバミ
の Cor a 1.0101に陽性、ハンノキの Aln g 1に 11例
（84.6%）が陽性を示し、これらは PR-10（Pathogene-
sis-Related Protein-10）蛋白である。食物ではバラ
科の果物であるリンゴのMal d 1に 12例（92.3%）、
モモの Pru p 1に 10例（31.5%）が陽性を示しこれ
らも PR-10蛋白である。またシラカンバの Bet v 2
に陽性を示した 3例すべてにおいてオリーブの Ole 
e 2、トウダイグサのMer a 1、ラテックスの Hev b 8
にも陽性を示し、これらはプロフィリンである。
　ImmunoCAP ISACの結果より OAS患者において
PR-10蛋白に感作されている群とプロフィリンに感
作されている群に大別されることが示された。コン
ポーネントレベルで一度に網羅的にアレルゲンを検
出できる ImmunoCAP ISACは共通抗原性による感
作パターンの把握が可能であり、適切な食物除去療
法を行う上でも有用と考えられた。
